
広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　☎電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,776人　	（−６７人）
男 	 15,838人　	（−１８人）
女 	 15,938人　	（−４９人）
世帯	 16,412世帯	（−１８世帯）
※令和７年８月１日現在（前月１日比）

− − − −

役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
９月・10月の土曜開庁
　９月６日（土）・10月４日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

　
お
知
ら
せ

西
入
間
警
察
署
お
よ
び
西
入
間
交

通
安
全
協
会
で
は
、
令
和
７
年
度

優
良
運
転
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

優
良
運
転
者
表
彰

加
入
す
る
と
き　
退
職
な
ど
で
社

会
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日

か
ら
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
て
も
、
国
保
税

を
加
入
月
分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
加
入
の
手
続
き
を

す
る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

抜
け
る
と
き　
社
会
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
日
か
ら
国
保
は
使
え

な
く
な
り
ま
す
。

　
資
格
喪
失
日
以
降
に
国
保
の
資

格
で
治
療
を
受
け
た
場
合
、
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
ｔ

‌
１
３
５
・
１
３
６

国
民
健
康
保
険
の
届
出
は
14

日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

「
草
刈
り
を
し
て
返
す
か
ら
、
一

注
意
！　
あ
な
た
の
土
地

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

対　
西
入
間
交
通
安
全
協
会
の
会

員
で
、
過
去
５
年
以
上
無
事
故

・
無
違
反
で
他
の
運
転
者
の
模

範
と
な
る
人

表

①
表
彰
は
５
年
以
上
表
彰
か
ら

４０
年
以
上
表
彰
ま
で
の
５
年
ご

と
の
８
区
分

　
②
５０
年
以
上
表
彰

申　
９
月
１
日
月
か
ら
３０
日
火
ま

で
に
運
転
免
許
証
、
会
員
証
、

印
鑑
、
無
事
故
・
無
違
反
証
明

書
代
６
７
０
円
を
持
参
し
西
入

間
交
通
安
全
協
会
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
交
通
安
全
協
会
事
務

局
（
西
入
間
警
察
署
内
１
階
）

ｔ
２
８
９

−

０
２
０
２

時
的
に
資
材
置
場
と
し
て
貸
し
て

ほ
し
い
」、「
重
機
を
数
日
間
だ
け

置
か
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
葉

巧
み
に
話
を
持
ち
か
け
て
同
意
を

取
り
、ま
た
は
同
意
を
取
ら
ず
に
、

法
令
手
続
を
無
視
し
て
短
期
間
に

大
量
の
土
砂
な
ど
を
堆た

い
積せ

き
す
る
事

例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

土
砂
を
堆
積
す
る
に
は
法
令
手
続

が
必
要
で
す
。
違
法
な
土
砂
の
堆

積
が
行
わ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の

責
任
や
撤
去
費
用
の
負
担
は
、
行

為
者
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
者

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
う
ま
い
話
が
あ

っ
て
も
安
易
に
土
地
を
貸
さ
な

い
、
定
期
的
に
見
守
る
な
ど
、
自

分
の
土
地
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問　
役
場
生
活
環
境
課
環
境
係

　
　
ｔ

１
７
２

18２０２５．９

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

９
月
の
納
期（
９
月
30
日
納
期
限
）

　
固
定
資
産
税　
３
期

　
国
民
健
康
保
険
税　
３
期

　
介
護
保
険
料　
４
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
３
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
　

ｔ

１
９
４

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険

　
料
係
ｔ

１
７
７



年
金
の
任
意
加
入
制
度

６０
歳
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
が
短

く
受
給
資
格
期
間
（
１０
年
）
が
不

足
し
て
い
る
人
、
保
険
料
の
未
納

期
間
が
あ
り
年
金
額
を
満
額
に
近

づ
け
た
い
人
は
、
６０
歳
か
ら
６５
歳

に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
）。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
昭
和
４０
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
６５
歳
ま
で
加
入
し

て
も
受
給
資
格
を
得
ら
れ
な
い
場

合
は
さ
ら
に
７０
歳
ま
で
加
入
で
き

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
ｔ

１
３
５
・
１
３
６

農
業
委
員
会
で
は
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

法
令
に
基
づ
く
調
査
と
し
て
、
遊

休
農
地
の
把
握
と
発
生
防
止
、
違

反
転
用
の
発
見
を
目
的
に
行
い
ま

す
。農
地
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
毛
呂
山
町
農
業
委
員
会
事
務

局
ｔ

２
１
５

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
伴
う

農
地
立
入
り
へ
の
ご
理
解
を

総
務
省
で
は
、
９
月
１
日
月
か
ら

１０
月
３１
日
金
ま
で
の
期
間
を
「
行

政
相
談
月
間
」
と
し
、
行
政
相
談

活
動
や
広
報
活
動
を
重
点
的
に
実

施
し
ま
す
。
毛
呂
山
町
で
も
、
行

政
相
談
委
員
が
毎
月
第
２
木
曜
日

に
役
場
に
て
行
政
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
（
相
談
無
料
・
秘
密

厳
守
）。
こ
の
ほ
か
、
総
務
省
関

東
管
区
行
政
評
価
局
（
き
く
み
み

埼
玉
）
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
ｔ
０
５
７
０

−

０
９
０
１
１
０

　
ｆ
０
４
８

−

６
０
０

−

２
３
３
６

「
行
政
相
談
月
間
」
で
す

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

令
和
７
年
６
月
２６
日
に
シ
エ
ン
プ

レ
株
式
会
社
か
ら
、
令
和
７
年
７

月
２
日
に
株
式
会
社
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｚ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
９

月
２１
日
日
か
ら
３０
日
火
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
秋
は
日
没
の
時
間
が
早

ま
り
ま
す
。
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に

道
路
を
歩
く
場
合
は
、
明
る
い
服

装
を
心
が
け
、
反
射
材
等
を
活
用

し
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。
道
路
を
横
断
す
る
と

き
は
必
ず
止
ま
り
、
左
右
の
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ

う
。
車
両
の
運
転
者
は
、
早
め
に

自
転
車
は
車
と
同
じ
「
車
両
」
で

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
①
か
ら
⑧
は
自

転
車
の
危
険
な
違
反
の
一
例
で
す
。

①
信
号
無
視　
②
一
時
不
停
止

③
遮
断
踏
切
立
入
り

④
右
側
通
行　
⑤
歩
道
通
行

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
歩
行
者
や
他
の
車
両
に
対
す

る
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

の
気
持
ち
を
持
ち
、
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問　
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
ｔ

１
７
３

自
転
車
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地

方
創
生
応
援
税
制
）を
利
用
し「
町

に
暮
ら
す
全
て
の
住
民
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
へ
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
係
ｔ

１
０
４

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
結
婚
、
離

婚
、
相
続
、
夫
・
恋
人
か
ら
の
暴

力
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
女
性
特
有
の

人
権
問
題
、
相そ

う
隣り

ん
関
係
な
ど
で
お

困
り
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㊐　
９
月
１８
日
木　

午
前
１０
時
～

午
後
３
時
３０
分
（
午
後
０
時
１５
分

か
ら
１
時
１５
分
は
昼
休
み
）

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

場　
ウ
ェ
ス
タ
川
越
３
階
相
談
室

相
談
担
当
者　
川
越
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
所
属
女
性
人
権
擁
護
委
員

申
・
問　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

川
越
支
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
当
日
申
込
み
可
）。

　

ｔ
２
４
３

−

３
８
２
４（
平
日
、

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

女
性
人
権
擁よ
う
護ご

委
員
に

よ
る
特
設
人
権
相
談
所

⑥
携
帯
電
話
使
用

⑦
傘
差
し
運
転

⑧
飲
酒
運
転

自
転
車
の
違
反
や
乗
り
方
に
つ
い

て
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
埼
玉

県
警
察
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
動

画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
ｔ

１
７
３

19 ２０２５．９

　
相
談



キ
ャ
ン
ド
ル
の
材
料
で
あ
る
ワ
ッ

ク
ス
に
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
混
ぜ
て

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
サ
シ
ェ

教
室

固
め
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
で

装
飾
し
た
、
火
を
使
わ
ず
に
香
り

を
楽
し
む
ア
イ
テ
ム
で
す
。
あ
な

た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
２

つ
作
り
ま
す
。

㊐　
10
月
10
日
金　
午
後
２
時
～

４
時

場　
中
央
公
民
館
工
作
室

講
師　
有
田
知
里
さ
ん

　
（
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ク
ー
ル
川
越

ツ
イ
ン
テ
イ
ル
主
宰
者
）

料　
２
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
紙
袋

定　
12
人
（
先
着
順
）

申　
９
月
９
日
火
か
ら
電
話
ま
た

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問　
中
央
公
民
館

　

ｔ
２
９
４

−

１
２
５
０

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

新
し
き
村　
創
立
記
念
祭

を
開
催
し
ま
す

環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
む
個

人
、
団
体
や
脱
炭
素
・
循
環
型
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
を
埼
玉
県
知
事

が
表
彰
し
ま
す
。
詳
細
は
埼
玉
県

環
境
部
環
境
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対　
県
内
で
活
動
す
る
個
人
、
団

体
、
事
業
者
（
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
）

申　
９
月
30
日
火
ま
で

問　
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
０
１
９

『
令
和
７
年
度
彩
の
国
埼
玉

環
境
大
賞
』
候
補
者
募
集

埼
玉
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
や
正

し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
情
報

な
ど
の
普
及
啓
発
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
積
極
的
・
自
主
的
に
ご

協
力
を
い
た
だ
く
「
彩
の
国
動
物

愛
護
推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

申　
11
月
30
日
日
ま
で
に
埼
玉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
保
健

所（
政
令
市・中
核
市
を
除
く
）

『
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進

員
』
を
公
募
し
ま
す
！

　
募
集

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理

新
規
講
習

㊐　
10
月
23
日
木
、
24
日
金

受
付　
10
月
１
日
水
、
２
日
木

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

定　
25
人
（
先
着
順
）

料　
４
２
０
０
円

申　
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課

　
ｔ
２
９
５

−

０
１
６
３

毛
呂
山
町
立
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
が
夏
休
み
や
授
業
中
に
調
べ

た
社
会
科
の
自
由
研
究
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

㊐　
10
月
４
日
土　

　
　
午
前
９
時
～
11
時

場　
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
示
室

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

毛
呂
山
町
小
・
中
学
校

社
会
科
研
究
発
表
会

悠
久
園 

家
族
介
護
教
室

㊐　
９
月
17
日
水

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
福
祉
用
具
を
知
り
ま
し
ょ
う

～
快
適
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め
に
～

講
師　
高
橋
医
科
器
械
店　
福
祉

用
具
専
門
相
談
員　
島し

ま
田だ

貴た
か
充み

つ

さ
ん

場　
悠
久
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
会
議
室

料　
無
料

申　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
悠
久

園
支
所　
ｔ
２
９
５

−

８
３
８
３

㊐　
10
月
12
日
日

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　
25
人
（
先
着
順
）

料　
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
今
回
の
講
習
は
e−
ラ
ー
ニ
ン

グ
で
す
。
事
前
に
西
入
間
広
域
消

防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受

講
し
、
当
日
受
講
証
明
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申　
９
月
１
日
月
か
ら
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

　

ｔ
２
９
５

−

０
１
１
９

普
通
救
命
講
習
会

e−

ラ
ー
ニ
ン
グ

　
講
習
・
イ
ベ
ン
ト

ま
た
は
埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
設
置
す
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
保
健
医
療
部
生
活
衛

生
課
総
務
・
動
物
指
導
担
当

　
ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
６
１
２　

a3600-09@pref.saitama.lg.jp

多
様
な
働
き
方
、
生
き
方
が
選
択

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
み
な
さ
ん
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

㊐　
10
月
２
日
木　
午
後
２
時
か

ら
場　
役
場
２
０
１・２
０
２
会
議
室

講
師　
荻
野
裕
佳
里
さ
ん

料　
無
料

申　
Ｈ
Ｐ
で
詳
細
を
確

認
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
　
ｔ

‌
３
１
４

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

講
演
会
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町
内
の
皆
さ
ん
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ル
ー

ル
は
、
ゴ
ル
フ
と
同
じ
よ
う
に
コ

ー
ス
を
回
り
な
が
ら
ホ
ー
ル
イ
ン

を
目
指
し
ま
す
。
運
動
量
は
適
度

毛
呂
山
町
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
オ
ー
プ
ン
大
会
開
催

で
、初
心
者
の
方
も
、高
齢
の
方
で

も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

㊐　
９
月
27
日
土　
午
前
９
時
か

ら
（
小
雨
決
行
）

場　
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

対　
町
内
在
住
、
在
勤
の
人

料　
３
０
０
円
（
当
日
集
金
）

※
保
険
加
入
費
を
含
み
ま
す
。

定　
60
人
程
度
（
先
着
順
）

※
プ
レ
イ
用
具
無
料
貸
出
し
ま
す
。

申
・
問　
９
月
20
日
土
ま
で
に
毛

呂
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会

野
村
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ｔ
０
９
０

−

４
１
２
３

−

２
８

４
５

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

毛
呂
山
町
交
流
オ
ー
プ
ン

硬
式
テ
ニ
ス
大
会（
秋
季
）

住
、
在
勤
、
在
学
の
高
校
生
以
上

お
よ
び
主
催
者
が
認
め
る
人

種
目　
一
般
男
子
・
一
般
女
子

　
シ
ニ
ア
A
男
子
（
45
歳
以
上
）

シ
ニ
ア
A
女
子
（
40
歳
以
上
）

シ
ニ
ア
B
男
女
（
70
歳
以
上
）

料　
１
ペ
ア
１
０
０
０
円
（
高
校

生
は
５
０
０
円
）

申　
９
月
13
日
土
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
毛
呂
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　
ｔ
０
９
０

−

７
１
９
３

−

８
１

７
６
二
宮

料　
１
人
１
０
０
０
円

※
大
会
当
日
、
受
付
に
て
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

申　
９
月
14
日
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
毛
呂
山
町
テ
ニ
ス
協
会

　
ｔ
０
９
０

−

１
９
９
３

−

４
９

０
５
西
田

㊐　
９
月
21
日
日
／
シ
ニ
ア

　
　
９
月
28
日
日
／
一
般

　
両
日
と
も
午
前
８
時
30
分
集
合

※
共
通
の
予
備
日
10
月
12
日
日

場　
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
毛
呂
山
町
、
近
隣
市
町
等
に
在

㊐　
10
月
５
日
日
午
前
９
時
集
合

※
予
備
日
10
月
26
日
日

場　
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

毛
呂
山
町
お
よ
び
近
隣
市
町

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

種
目　
ダ
ブ
ル
ス

３
０
０
年
続
く
伝
統
の
獅
子
舞
奉

納
で
す
。
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
和

太
鼓
集
団
の
演
奏
が
さ
ら
に
お
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
山
中
で
上
が
る
打
ち
上
げ
花

火
は
必
見
。

㊐　
10
月
12
日
日
午
前
９
時
か
ら

場　
ゆ
ず
の
里
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
横

問　
秋
祭
り
実
行
委
員
会
ｔ
０
９

０

−

６
４
９
０

−

０
９
４
７

　
加
藤

滝
ノ
入
秋
祭
り　
住
吉
神

社
例
大
祭
を
開
催
し
ま
す

新
し
き
村
創
立
１
０
７
年
祭
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
村
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐　
９
月
21
日
日

　
午
前
11
時
か
ら
／
新
し
き
村
生

き
も
の
調
査
報
告
会
、
無
農
薬

野
菜
や
お
茶
、
焼
き
そ
ば
、
飲

み
物
等
の
模
擬
店

　
午
後
１
時
か
ら
／
朗
読
、
ウ
ク

レ
レ
演
奏
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な

ど
の
舞
台
披
露

　
午
後
３
時
か
ら
／
抽
選
会

場　
新
し
き
村
（
葛
貫
）

問　
ｔ
２
９
５

−

５
３
９
８
稲
垣

新
し
き
村　
創
立
記
念
祭

を
開
催
し
ま
す

今
年
は
全
員
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人

で
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
演
奏
し
ま
す

の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
11
日
土
午
後
１
時
30
分

か
ら
（
開
場
は
午
後
１
時
）

場　
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
ｔ
０
９
０

−

４
０
９
６

−

３

７
３
４
石
田

毛
呂
山
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

情
報
交
換

秋
季
ゴ
ル
フ
教
室

開
催
の
ご
案
内

主
催　
毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟

期
間　

10
月
９
日
木
～
30
日
木　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
計
４
回
）

定　
16
人

料　
参
加
費
１
０
０
０
円
（
初
回

の
み
）、受
講
料
８
８
０
円
（
毎

回
・
ボ
ー
ル
代
込
み
）

場　
リ
ン
ク
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

指
導
者　
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ゴ
ル
フ
ス

ク
ー
ル　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

永
井
哲
二
さ
ん

申　
中
央
公
民
館
、
東
公
民
館
、

総
合
公
園
体
育
館
、
リ
ン
ク
ス

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
あ
る
申
込
用

紙
に
て
応
募（
９
月
17
日
水
必
着
）

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

問　
ゴ
ル
フ
連
盟
教
室
担
当

　

ｔ
０
９
０

−

９
８
０
２

−

５
６

８
３
浅
見

埼
玉
県
市
民
後
見
人
養

成
研
修

11
月
～
２
月
の
間
に
30
時
間
程
度

の
動
画
視
聴
と
課
題
提
出
で
市
民

後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
最
終
日
に
は
対
面
研

修
と
終
了
証
の
交
付
が
あ
り
ま
す
。

対　
町
内
在
住
で
、
市
民
後
見
人

に
な
る
意
思
が
あ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
講
環
境
を
整

え
ら
れ
る
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
・
通
信
費

等
お
よ
び
交
通
費
は
自
己
負
担
。）

申　
10
月
15
日
水
ま
で
に
申
込
み

書
を
提
出
（
詳
細
は
窓
口
で
配

布
す
る
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ

１
２
９
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夏
の
盛
り
を
過
ぎ
た
後
も
、
気
温

が
高
い
日
や
湿
度
が
高
い
日
に
は

６
月
26
日
に
入
間
郡
市
歯
科
医
師

会
の
８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
が
、
鶴
ヶ
島
市
保
健
セ
ン
タ

ー
で
毛
呂
山
町
、
越
生
町
、
坂
戸

市
、
鶴
ヶ
島
市
共
同
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
48
人
が
表
彰
さ

れ
、
毛
呂
山
町
か
ら
は
隅
田
榮
子

さ
ん
、
田
貝
フ
ミ
子
さ
ん
の
２
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
健
幸
は
健

口
か
ら
！　
毎
日
の
歯
み
が
き
と

定
期
的
な
歯
科
健
診
で
、
80
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

残
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

ま
だ
９
月
も
熱
中
症
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

い
つ
ま
で
も
健
口
で
健
幸

な
生
活
を

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
の
共
通

商
品
券
引
換
申
込
開
始

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
、

国
、
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
幅

広
い
国
民
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
死
は
自
由
な
意
思

や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、健
康

問
題
、経
済
・
生
活
問
題
な
ど
の

様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、

心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
健

康
問
題
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
早
く
気
づ
き
、
適
切
な
治

療
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
自
死
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

が
ん
を
知
れ
ば
健
康
長
寿
の
ヒ
ン

ト
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
今
、
知
っ

て
お
き
た
い
肺
が
ん
予
防
の
基
礎

知
識
を
専
門
の
医
師
が
丁
寧
に
解

説
し
ま
す
。
ま
た
教
室
終
了
後
に

「
が
ん
検
診
県
民
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
」
を
行
い
ま
す
。
毎
回
ご

好
評
い
た
だ
き
早
期
に
予
約
が
埋

ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
10
日
金　

　
　
午
後
２
時
～
４
時

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

今
年
か
ら
注
射
に
加
え
経
鼻
ワ
ク

チ
ン
の
補
助
を
開
始
し
ま
す
。
接

種
手
順
や
指
定
医
療
機
関
な
ど
の

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

㊐　
10
月
１
日
水
～

　
令
和
８
年
１
月
31
日
土

対　
町
内
在
住
で
、接
種
日
現
在
、

生
後
６
か
月
か
ら
中
学
３
年
生

料　
注
射　
２
５
５
０
円

　
　
経
鼻　
４
７
０
０
円

申　
９
月
１
日
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
予
診
票
配
布
。

が
ん
予
防
か
ら
学
ぶ
健
康
長

寿
！
肺
が
ん
予
防
教
室

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成

前
立
腺
は
膀
胱
の
す
ぐ
下
で
尿
道

を
取
り
囲
む
、
男
性
特
有
の
臓
器

で
す
。
前
立
腺
が
ん
は
早
期
に
症

状
が
現
れ
に
く
い
病
気
で
、
近
年

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
血
液
検

査
を
行
う
こ
と
で
、
が
ん
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

㊐　
10
月
28
日
火
、
29
日
水

　
　
午
前
中
（
詳
し
い
時
間
は
申

込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。）

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）

対　
50
歳
以
上
の
男
性
（
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
50
歳
に
な

る
人
を
含
む
）

※
尿
が
出
に
く
い
、
排
尿
回
数
が

多
い
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
、

検
診
で
は
な
く
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

定　
20
人
（
先
着
順
）

料　
５
０
０
円

申　
９
月
24
日
水
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

前
立
腺
が
ん
検
診

毛
呂
山
町
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

の
毛
呂
山
町
共
通
商
品
券
引
換
申

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

「
毛
呂
山
町
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」

20
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
、
５
０
０
円

分
の
商
品
券
１
枚
と
引
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込

み
期
間
と
引
換
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

申　
９
月
11
日
木
～
30
日
火

※
引
換
期
間
は
、
10
月
14
日
火
～

10
月
24
日
金
で
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド

　
肺
が
ん
検
診
の
意
義
と
禁
煙

の
重
要
性

対　
町
内
在
住
の
人

定　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
今
井　
久
雄
さ
ん

　
（
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
呼
吸
器
内
科
准
教
授
）　

料　
無
料

　
筆
記
用
具

申　
９
月
10
日
水

　
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
申
込
み
も
可
能
で
す
）。

熱
中
症
の
リ
ス
ク
は
依
然
と
し
て

存
在
し
ま
す
。
特
に
、
秋
に
向
か

う
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
暑
さ
と

涼
し
さ
が
入
り
混
じ
る
た
め
、
自

身
の
体
調
管
理
や
適
切
な
対
策
が

必
要
で
す
。
９
月
は
日
中
は
ま
だ

30
℃
近
く
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
も

あ
り
、
汗
を
か
き
や
す
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
外
出
時
に
は
帽

子
や
日
傘
を
活
用
し
、
直
射
日
光

を
避
け
る
工
夫
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
屋
内
で
も
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
適
切
に
使
用
し
、

涼
し
い
環
境
を
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ９/９（火）、９/22（月）

10/14（火）、10/27（月） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ９/17（水）、10/15（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 ９/11（木）、10/９（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
10/２（木） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

保健センターｔ294−5511
11/５（水） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

（必要に応じて変更可能）
こども家庭センターｔ294−1800

育児ほっと相談室 ９/17（水）、10/15（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（元子育て支援室）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

災害の記憶と記録

歴史散歩
第375回

　

埼
玉
県
は
、他
県
と
比
べ
て
自
然
災
害
が
少
な
く
、

穏
や
か
な
地
域
と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
近
年
、
報
道
で
も
話
題
に
な
る
よ
う
な
風
水

害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
も
あ
り
、
改
め
て
日
頃
か
ら

の
備
え
の
大
切
さ
が
判
り
ま
す
。
９
月
１
日
は
、
防

災
の
日
。
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
午
前

11
時
58
分
、
相
模
湾
北
西
部
を
震
源
と
す
る
巨
大
地

震
が
関
東
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。防
災
の
日
を
機
に
、

過
去
の
大
地
震
と
毛
呂
山
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
の
関
東
大
地

　

江
戸
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
安
政

２
年
の
大
地
震
は
、
毛
呂
山
に
も
爪
跡
を
残
し
ま
し

た
。
当
時
の
大
谷
木
村
、
阿
諏
訪
村
、
瀧
野
入
村
で

地
震
に
よ
る
山
崩
れ
が
お
こ
り
、
土
砂
が
田
畑
を
襲

い
ま
し
た
。
大
谷
木
村
の
岩
沢
地
区
で
山
が
崩
れ
、

日
影
地
区
で
は
地
盤
沈
下
、
岩
盤
の
隆
起
が
起
こ
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
３
村
の
村
役
人
は
、
日に
っ

光こ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
うに
５
０
０
両
の
借
用
を
願
い
出
て
、
災
害
復

旧
に
当
た
り
ま
し
た
。
後
に
隆
り
ゅ
う

起き

し
た
岩
盤
を
切
り

出
し
た
石
を
用
い
て
、
石
碑
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

安あ
ん

政せ
い

２
年
（
１
８
５
５
）
の
大
地
震

関
東
大
地
震

～過去の大地震

　そのとき毛呂山は～

震
で
は
、
家
屋
の
全
壊
が
11
万
戸
、
火
災
に
よ
る
焼

失
は
21
万
戸
、
死
者
は
約
10
万
人
に
及
ぶ
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。
毛
呂
山
町
に
は
、
関
東
大
地
震
と
震

災
の
記
録
が
意
外
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地

震
発
生
直
後
の
様
子
は
、『
毛
呂
山
民
俗
誌
』
に
記

憶
と
し
て
綴つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
毛
呂
山
の
人

々
は
、
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
地
震
の
揺
れ
や
地
鳴

り
、
道
に
で
き
た
地
割
れ
な
ど
実
際
に
体
感
し
た
こ

と
が
な
い
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に

恐
怖
を
襲
っ
た
の
は
、
多
く
の
人
が
目
に
し
た
東
京

方
面
の
空
が
真
っ
赤
に
燃
え
さ
か
る
様
子
で
し
た
。

震
災
発
生
の
夜
、
複
数
の
人
が
自
宅
の
裏
山
か
ら
、

東
京
が
焼
け
続
け
る
光
景
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

目
の
当
た
り
に
す
る
光
景
に
対
す
る
恐
怖
の
他
に
、

流り
ゅ
う

言げ
ん

・
デ
マ
が
人
々
の
不
安
を
煽あ

お

り
ま
し
た
。
最

初
の
流
言
は
「
富
士
山
が
爆
発
し
、
噴
火
中
」「
東

京
湾
沿
岸
に
猛
烈
な
津
波
が
来
襲
」「
更
な
る
大
地

震
が
起
き
る
」
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、「
火
災
は
放

火
と
爆
弾
投と
う

擲て
き

に
よ
る
」「
暴ぼ

う

徒と

潜せ
ん

伏ぷ
く

」「
暴
徒
は
、

計
画
し
て
い
た
暴
動
を
震
災
に
よ
り
企
て
を
変
更
し

て
、
爆
弾
、
劇
薬
を
流
用
し
た
」
な
ど
、
よ
り
具
体

的
な
内
容
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
関
東
大
地
震

を
経
験
し
、震
災
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
方
々
は
、

一
様
に
当
時
の
情
報
を
流
言
、
デ
マ
、
噂
と
し
て
伝

え
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
情
報

は
、
人
身
・
人
命
を
守
る
重
要

な
命
綱
で
す
。
正
確
な
情
報
、

受
け
取
っ
た
情
報
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
は
、
関
東
大
地
震
か

ら
学
ぶ
べ
き
大
切
な
教
訓
で
す
。

安政の大地震で隆起した岩盤
と切り出された石の屑
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